
▼
地
震
大
国
日
本
で

　

そ
の
時
に
備
え
る

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
私
た
ち

は
自
然
災
害
の
恐
怖
に
お
の
の
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
映
画
の
世
界
で
も
な

く
小
説
の
世
界
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
実
に
こ
の
日
本
で
起
こ
っ
た
災
害

で
し
た
。
以
来
、
私
た
ち
は
改
め
て

災
害
と
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
12
年
。
私
た
ち
は
、
自

助
・
共
助
・
公
助
と
い
う
考
え
方
で

防
災
・
減
災
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
右
に
紹
介
し
た
地
震
災
害
の
歴

史
を
見
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る

大
地
震
な
ど
自
然
災
害
は
今
後
必
ず

や
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
改
め
て
防
災
・
減
災
に

つ
い
て
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
市
と
し
て
の
備
え
は

　

　
皆
さ
ん
に
「
備
え
」
を
お
願
い
す

る
前
に
ま
ず
、
市
が
こ
れ
ま
で
地
震

対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
住
居
な
ど
に
関
し
て
は
、

・
住
宅
の
耐
震
化
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

　
撤
去
に
対
す
る
補
助
金

・
地
震
が
発
生
し
た
際
に
倒
壊
す
る

　
恐
れ
が
あ
る
空
き
家
の
除
却
に
か

　
か
る
費
用
を
市
独
自
の
措
置
と
し

　
て
対
象
を
広
げ
て
使
い
や
す
く
し
、

　
固
定
資
産
税
軽
減
の
特
例
延
長

　
　
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
次
に
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
も
力
を
入
れ
、河
北
・

河
南
の
避
難
拠
点
地
を
整
備
し
、
公

共
施
設
の
防
災
対
策
も
進
め
て
き
ま

し
た
。
令
和
６
年
４
月
に
開
校
す
る

有
和
中
学
校
の
５
階
に
は
、
地
域
の

防
災
拠
点
と
し
て
の
武
道
場
（
冷
暖

房
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
備
）
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
初
島
町
に
建
設
中
の

新
都
市
公
園
は
、
災
害
対
応
ト
イ
レ

や
ソ
ー
ラ
ー
照
明
を
導
入
し
、
発
災

後
の
復
旧
活
動
拠
点
と
な
る
よ
う
に

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
小
中
学
校
等
に
非
常
食
約

４
７
，
９
０
０
食
、
水
約
３
３
，

５
０
０
本
、
日
用
品
、
発
電
機
、
簡

易
ト
イ
レ
等
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
を
開
始
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
皆
様
へ
の
お
願
い

　
そ
れ
で
も
、
市
の
備
え
だ
け
で
は

不
足
す
る
の
が
現
実
で
す
。
私
た
ち

も
考
え
う
る
限
り
の
対
策
は
し
て
い

き
ま
す
が
、
非
常
時
に
は
、
皆
さ
ん

の
備
え
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
12
年
が
た
ち
、
日
常
が
続
い
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
左
ペ
ー
ジ
を

参
考
に
、
改
め
て
今
で
き
る
備
え
を

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆地震災害の歴史

1605年　慶長地震

1707年　宝永地震

有田地方では広村などで

千戸の家が流出し、死者

300人

1854年　安政地震

北湊で200戸浸水

1944年　東南海地震

1946年　南海地震

辰ヶ浜では1.5ｍの津波

で大きな被害

147年

2年

102年

90年

77年
経過

地震や台風、豪雨など私たちの周りには多くの自然災害のリスクがあります。

今回は、地震について一緒に考えてみましょう。いつ起こるかわからない災

害に対し、私たちの防災意識が問われます。自分やまわりの大切な命を守る

ためにも、今からできる「備え」について一緒に考えてみませんか。
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日頃から災害時を想定し備えておくことが大切です。

備えは安心感にもつながり、いざというときに落ち着いた

行動につながる材料になります。備えを始めるのは「今す

ぐに」です！

災害への備えを確認

非常持ち出し品の確認 避難所・ルートを確認

災害の規模や種類によって開

設される避難所の数や場所が

変わります。事前にハザード

マップで避難ルートを確認し

ましょう。災害時には、市ホー

ムページや防災メール、LINE

等で避難所開設状況を確認し

てから避難を。

揺れたら高い場所へ

強い揺れや長い揺れを感じた

ら、すぐに避難目標地点など

のできるだけ高い場所へ。●

津波は繰り返しきます。「警

報」「注意報」の解除まで気を

緩めないように。●避難に車

は使わない！渋滞に巻き込ま

れ被害を大きくすることも。

情報の入手手段を確認
●有田市防災・行政ナビ

防災行政無線放送のデジタル化によ

り、アプリからも放送内容が確認で

きるようになりました！

●有田市公式LINE

受け取りたい情報として「防災情報」

をお選びいただくと、気象情報や避難

情報などを発信します。

被災状況報告

災害発生後には、市民の皆さんが被

害の状況を報告できる画面が出ます。

状況の把握のために活用させていた

だくことを目的としており、写真と

位置情報を送信していただけます。

すぐに避難できるように 避難を迅速に行うために これは覚えておいて

備えは万全?!

正確な情報を入手しましょう

Android用

iPhone用

避難する際には冷静な判断を
することが難しくなります。
非常持出品や備蓄品をあらか
じめ準備しておきましょう。
非常持出品（例）
□携帯ラジオ □非常食 □飲
料水 □衛生用品 □懐中電灯
□ヘルメット等安全用品 □普
段飲んでいる薬　等

※いただいた情報は、被災状
　況により、対応を検討させ
　ていただくことになります。

※一例です。ハザードマップ等で確認して準備を！
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